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11）ミソハギ＝禊萩 
ミソハギはミソハギ科の多年草で、朝鮮半島から日本各地の山野、特に水田や湖沼

の脇などの湿地に生える。茎は直立して上部で分枝し、高さは約 1m ほどになる。夏

から秋にかけて、葉腋に穂状花序を出して、紅紫色の小花が集まって開く。和名の

由来には諸説があり、『禊(ﾐｿｷﾞ)萩』の詰まったもので、『盂闌盆会』(ウラボンエ)の

おりに仏前の供物に水を注ぐとき、ミソハギの花穂を用いる習慣があったために

名付けられたとする説。『御簾(ﾐｽ)萩』のことで、この草で邪気を払うところから、

疫病を払う『御簾』(ミス)に例えたとする説。『水萩』が転じたもので、水辺に生え､

花が萩に似ているためとする説などである。別称としては盆花(ボンバナ)とか、

精霊花(ショウリョウバナ)、ミズカケソウ、オショウライバナ、メハギ、ベコクサ、

ホトケサンバナなど、お彼岸と関連するものが多い。供物に水をかける風習は、昔の

医学書にミソハギが喉の渇きを止めるのに効果がある、と記されているところから、

亡者の喉の渇きをいやすために、この草で水をかける習慣が生まれたとする説がある。

湿り気の多いところによく育つことから、このような俗信を生んだのだろう。学名は

『Lythnum anceps』で、属名は『lytoron』(血液)に由来し、古代ギリシャの自然科学

者ディオスコリデスによって命名された。この属の花には血のように赤い種がある

ためで、種小辞は｢茎に両翼のある｣という意味である。中国での呼称は『千屈菜』

『鼠尾草』。漢方では全草を乾燥させたものを『千屈菜』(センクツサイ)と称して下痢

止めに煎服し、若芽は茹でて食用にすることもできる。 

さてその『禊』(ミソギ)とは神道や仏教で重大な神事などを行なう前に、自らの穢れ

を氷水や、海水、清水、滝などで洗い清めることで、仏教では『水垢離』(ミズゴリ)

と言った。しかしこの禊は次第に神事の他、様々な祭りとの関係を深めて、やがて

『通過儀礼』としての禊も行なわれるようになる。各地で行なわれている男児の裸祭

や肝だめし的な習慣、成人になったことを祝う儀式も通過儀礼であることが多い。  

ミソハギには12 本の雄蕊と1 本の雌蕊がある。雄蕊のうち6 本は短く6 本は長い。

そして雌蕊には 3 つのタイプがある。第一は『長花柱花』(チョウカチュウカ)と言う

もので、どの雄蕊よりも長い雌蕊の柱頭を持っているタイプ。第二は『中花柱花』で、

長い雄蕊と短い雄蕊の中間に雌蕊の柱頭があるタイプ。第三は『短花柱花』で、どの

雄蕊よりも雌蕊の柱頭が短いタイプである。同じタイプの花で受粉しても結実する

ことはなく、これは近親結婚を防ぐために神が与えた自然の知恵と考えられている。

このような仕組みを持つ花には他にアサザ(03-02-10)がある。ミソハギの近縁種に

はエゾミソハギがあり、全国に分布しミソハギより一回り大きく、ユーラシア大陸から

北アフリカにかけて広く分布する。盆花に用いたり、観賞用として欧米でも広く栽培

され、世界の侵略的外来種のワースト100に指定されている。このワースト 100 には

他にホテイアオイ(03-02-11)などがある。 
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湿地に生えるミソハギは水田の脇でもよく見かける。漢字では｢禊萩｣と記すように、古来

より仏教と関わりの深い植物である(長野県佐久市）。 

 

ミソハギの花、ここでは農家が毎年栽培しているという(群馬県藤岡市）。  



花の縁 04－01－11 

 

3

3 

 
ミソハギの花。花弁は 5 枚、もしくは 6 枚である(群馬県藤岡市)。 
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ミソハギは湿地やその周辺で育つことが多いが、ここでは畑の隅で一列に咲いていた。農家

で栽培しているためであろう。盆花と呼ばれるように盂蘭盆に仏前に供える。  
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切花用に栽培されるミソハギ。お彼岸頃までにすべて出荷される(さいたま市緑区)。目次に戻る 


